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＜ 豊かに学び ともに未来をひらく 太尾の子 ＞

校長 館 雅之

夏休み以降，教室の様子を見ますと「授業が変

わってきた」と思います。一人一台の端末を使うよ

うになったことにより，活動が変わってきました。

タブレットに自分

の考えを書いていま

す。左の写真は１年

生の教室です。慣れ

たものです。先生が

ひとつひとつ一斉に

操作を指示しなくて

も，自分で試しながら解決しています。電子機器の

よさは，すぐにやり直しができること。鉛筆で書い

ていたならば消しゴムで消さなければいけません。

消している間にやり直そうと思っていた思考が途切

れてしまうことがあったのではないでしょうか。

３年生の教室では、

自分の考えを書いた

ノートを撮影していま

した。そのデータを先

生に送ると，先生はみ

んなが撮影したノート

を教室のテレビ画面に

映しました。

まるでテレビのクイズ番組のようにみんなのノー

トが一斉に映し出されました。今までは，先生があ

る子どものノートを拡大投影機で画面に映すことは

ありましたが，みんなのノートを順番に紹介してい

ては多くの時間を要してしまいます。それをタブ

レットであれば瞬時にでき，さらに，子どもが見て

みたい友達のノートを自分で選んで見ることもでき

ます。

さらに，友達の

ノートを見て，

「〇〇さんに聞き

たい」ということ

がある人はその子

のところに行って，

直接説明を聴きま

す。この写真は聞きたい友達のところに行って話を

聞いている様子です。

今はタブレットに慣れている時期，何ができるか

試している時期と考えることができます。最初は何

でもタブレットでしようとする姿が見られましたが，

徐々に変わってきました。

５年生では，タブ

レットとノートを

使っていました。考

える時のツールとし

てタブレットは使う

ものの，自分の思考

を整理したり，表現

したりする時は，鉛筆とノートを使うことが適して

いたのでしょう。

１年生が夏休み中

にも育てた朝顔のつ

るを使ってリースを

つくっていました。

手を動かし，つる

の感触を確かめ，す

ぐにはできない「結

ぶ」ことを，何度もやり直したり，友達に聞いたり

しながら最後まで自分でやり通す姿がありました。

例えば，調べる時にはFMD（図書室）に行って

一斉に調べる活動を行う。まだ調べきれていなく

ても「時間になりました。続きは今度ね。」とせ

ざるを得なかった今までの活動が，その子どもが

やりたい（必要な）時に，自分で時間を選んです

ることができるようになりました。

これらのことから，「全体の中の個」という見

方から「個が集まって全体が形成されている」と

いう見方をすることが大切になってくると考える

ことができないでしょうか。

一方，確かに見える「かたち」は変わったが

「中身」はどのように変わったのかはまだこれか

らの課題でもあります。

100年前の電話と今のモバイルフォン，100年前

の車と最新の車は「かたち」も「中身」も大きく

変わりました。教室の風景は100年前とあまり変

わっていなかったかもしれませんが，今，「かた

ち」は確かに変わってきたように感じます。

「中身」はどのように変わるのでしょうか。


